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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 中野　英男様～10/27 15時過ぎに入院予定となっています。

· 29日の準夜勤務変更ありますので各自確認して下さい。

・　成田　峻様～10月28日、16時から29日17時まで外泊となります。当日、外泊についたスタッフは、持参薬の確認を忘れずに行なってくだい。

・　小野寺　文明様～10月29日、16時から30日16時まで外泊となります。当日、外泊についたスタッフは、持参薬の確認を忘れずに行なってください。

＜新入院患者様について＞

· 佐藤　優一様～年齢　40歳　　病名　抑鬱状態・薬物乱用　　　　

今回、休養目的として入院されています。

対応について→薬物依存症については、スタッフがどう関わりを持ち、本人がやめたいと言う気持ちを確立していけるかが大切です。本人が不調を訴えてきた場合には、バイタルサイン測定し、今の状態について説明していくようにして下さい。また、個室利用にあたり無理に退室させず自室にてゆっくり休んで頂きましょう。看護側では、積極的に訪室し本人の状態を観察しながら心理面や状態の変化を見落とさないよう関わりを持っていきましょう。

＜隔離室使用患者様について＞

・畑中　成夫様～本日、午前30分退室されています。会話時の疎通、表現がスムーズに出来て　　　　ます。衝動行為はなく、広告を見ながら「ここは安い」や「女好きなんだよ」など冗談を話　されたりされています。本人、笑顔で挨拶出来ている時は状態もいい傾向がみられてきています。逆に疎通がとれなかったり、上手く表現出来ない場合など若干イライラする様子もみられています。本人の好、不調のサインとして捉えることができる。

↓

確実に退室出来ている時間、回数が増えてきています。退室出来ている事、衝動行為がない時には評価し本人に引き続き伝えてください。

＜要注目患者様について＞

・和田　昌様～22日の外出後より、気分の高まり、多弁となってきている。また、昨日は夜間不眠で経過。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　不眠傾向はあきらかに、病状悪化のサインである。気分の高まりによって、刺激を受けやすい状態となり、他者とのトラブルや、スタッフへの攻撃性も過去にみられていた。本人と関わる際は、刺激を避けた言葉使いで対応し、指導的な口調は控えていく。

　　　　　　　定期採血の炭酸リチウム血中濃度は若干、低値を示している。今後も不眠傾向や他者へのトラブルなどがみられる場合は主治医へ情報提供していく。

・神山　忠強様～本日12:50、てんかん発作がありました。今月に入り3回目の発作を確認している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　身体的レベルの低下、疎通不良もあり自ら訴えることができない。その為、バイタルサイン、歩行、表情などの観察が重要であり、場合によっては、自床での安静も考慮しなければならない。

　　　　　　　　本日、主治医へ情報提供したところ、バルプロ酸ナトリウムの血中濃度の低値もみられることから、薬物調整し、血中濃度を上げることを検討するとのこと。

＜服薬管理について＞

・清川　厚子様～10/24夕～臨時薬9日分処方となっています。（10/24～11/2ヒルまで）以後、　　　定期となっていました。

25日、上野NSが定期薬セット時に11/1夕の臨時薬がない事を発見している。24日、セット時、服薬時には確認しおこなった。薬包確認しようとするもすでに捨ててしまっており、原因がはっきりしない状況です。主治医、看護課長、院長へは報告しています。

↓

○対策

・薬包入れは一週間とっておき火曜日準夜帯で薬セットが終わったら捨てるようにしていきます。薬包入れがいっぱいになった場合には日付を記載し、東A隔離室鉄格子側の所にダンボールを置いていますのでその中に入れて置くようにして下さい。

・臨時薬セット時には、薬包に日付けを書いてセットをする。

・セット時は二重確認し、他のスタッフも一緒に確認をする。

・時間に追われ慌てず確実に処理していく。

・医師の診察介助時は臨時薬の処方患者様を優先にするなど工夫をすると処方箋の処理にはゆとりがもてるのでは。













